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(57)【要約】
【課題】本発明は、キーボードもタッチパネルも備える
ダブルディスプレイ型ノートパソコンを提供することを
目的とする。
【解決手段】本発明に係るダブルディスプレイ型ノート
パソコンは、本体と、前記本体に枢着されたディスプレ
イと、を備え、前記本体には入力部が設けられ、前記入
力部の対向する二つの表面に別々にタッチパネルとキー
ボードとが設置され、前記入力部を回転させることによ
って、前記タッチパネル又は前記キーボードをユーザー
に向ける。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　前記本体に枢着されたディスプレイと、
を備えてなるダブルディスプレイ型ノートパソコンであって、
　前記本体には入力部が着脱可能に設けられ、前記入力部の正面及び背面に別々にタッチ
パネルとキーボードとが設置され、前記入力部を回転させることによって、前記タッチパ
ネル又は前記キーボードをユーザーに向けることを特徴とするダブルディスプレイ型ノー
トパソコン。
【請求項２】
　前記本体には、前記入力部を収容する収容部が開設されることを特徴とする請求項１に
記載のダブルディスプレイ型ノートパソコン。
【請求項３】
　前記収容部は、１つの底面と、前記底面の周縁から垂直に延在する四つの側面とを備え
、前記ディスプレイに隣接する前記側面には少なくとも１つの開口が開設されることを特
徴とする請求項２に記載のダブルディスプレイ型ノートパソコン。
【請求項４】
　前記入力部は、１つのデータ線を中心として回転すると共に、前記データ線を介して前
記本体の中に設置されたマザーボードに接続されることを特徴とする請求項１～３のいず
れか一項に記載のダブルディスプレイ型ノートパソコン。
【請求項５】
　前記入力部は、前記ディスプレイから最も離れた前記側面を貫く１つのデータ線を中心
として回転すると共に、前記データ線を介して前記本体の中に設置されたマザーボードに
接続されることを特徴とする請求項３に記載のダブルディスプレイ型ノートパソコン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ノートパソコンに関するものである。特に二つのディスプレイを備えるノー
トパソコンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ノートパソコンの発展に伴い、その利用者も増加している。また、平面設計或いはホー
ムページの編集等の仕事に対応できるように、ダブルディスプレイを搭載したノートパソ
コンも開発された。ダブルディスプレイ型のノートパソコンは、表示部に従来のディスプ
レイが設けられているほか、本体部にキーボードの代わりにタッチパネルが設置されてい
る。前記タッチパネルは、バーチャルキーボードとしても使えるし、手書きもできるため
、便利だと思われる。しかし、使用者は、日常生活において慣れたキーボードを使いたい
場合、前記タッチパネル付きノートパソコンにはキーボードが装着されていないため、実
に不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、前記課題を解決し、キーボードもタッチパネルも備えるダブルディス
プレイ型ノートパソコンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明に係るダブルディスプレイ型ノートパソコンは、本体と、前記本体に枢着された
ディスプレイと、を備え、前記本体には入力部が設けられ、前記入力部の対向する二つの
表面には別々にタッチパネルとキーボードとが設置され、前記入力部が回転することによ
って、前記タッチパネル又は前記キーボードをユーザーに向ける。
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【発明の効果】
【０００５】
　従来の技術と比べ、本発明に係るダブルディスプレイ型ノートパソコンは、入力部を備
えており、入力部を回転させることによって、タッチパネルとキーボードとの切り替えが
できるため、キーボードもタッチパネルも利用できるため、便利である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係るノートパソコンの立体組立図である。
【図２】図１に示すノートパソコンの入力部の回転状態図である。
【図３】図１に示すノートパソコンのキーボードを利用する場合の立体組立図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【０００８】
　図１を参照すると、本発明の実施形態に係るダブルディスプレイ型ノートパソコン１０
は、本体１２と、前記本体１２に枢着されたディスプレイ１４と、を備える。
【０００９】
　前記本体１２は、ベース１２０と、前記ベース１２０の上に設置された蓋体１２２と、
前記蓋体１２２の上に設置された入力部１７と、を備える。図２を共に参照すると、前記
蓋体１２２には、収容部１２４が設けられている。前記収容部１２４は、矩形の底面１２
５、及び前記底面１２５の周縁から垂直に延在する四つの側面１２７によって形成される
。四つの前記側面１２７の中で、ディスプレイ１４に近い側面１２７には二つの開口１２
８が開設される。
【００１０】
　前記入力部１７は、前記本体１２の収容部１２４内に着脱可能に収容され、四つの前記
側面１２７の中で前記ディスプレイ１４から最も離れた位置にある側面１２７を貫くデー
タ線１９を介して、前記本体１２の中に設置されたマザーボード（図示せず）に接続され
る。前記入力部１７を前記収容部１２４から取り出し、且つ前記データ線１９を中心とし
て１８０度回転して、正面と背面とを入れ替えてから再び前記収容部１２４内に収容する
ことができる。図３を共に参照すると、前記入力部１７の正面及び背面には、別々にタッ
チパネル１６とキーボード１８とが設置される。前記タッチパネル１６は、バーチャルキ
ーボードを形成し、平面設計或いはサイトの編集など特別な仕事に応じられる。また、前
記キーボード１８も同時に備えているため、慣れているキーボードを使用したい場合にも
対応できる。
【００１１】
　前記タッチパネル１６または前記キーボード１８を利用する場合、先ず前記入力部１７
の、前記ディスプレイ１４に隣接する片側を起こして、前記本体１２の収容部１２４から
前記入力部１７を取り出す。その後前記データ線１９を中心として前記入力部１７を１８
０度回転させて前記タッチパネル１６または前記キーボード１８を使用者に向けてから、
前記入力部１７を再び前記収容部１２４に収容する。
【００１２】
　前記タッチパネル１６と前記キーボード１８とは、別々に前記入力部１７の対向する二
つの表面に設置されるため、そのいずれかを使用したい場合、前記入力部１７を前記本体
１２の収容部１２４に収容する際、使用したい面をユーザーに向けるだけで、前記タッチ
パネル１６または前記キーボード１８が利用できる。このため操作が簡単で、携帯しやす
い。また、その上、前記収容部１２４の１つの側面１２７の上端に、且つディスプレイ１
４近傍に開口１２８が開設されており、前記タッチパネル１６と前記キーボード１８を取
り替える際は、１つの治具（図示せず）を、前記開口１２８に挿入し、前記入力部１７の
相応する側縁を起こすだけで、前記タッチパネル１６と前記キーボード１８との取替えが
できるため、便利である。
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【符号の説明】
【００１３】
　１０　ダブルディスプレイ型ノートパソコン
　１２　本体
　１４　ディスプレイ
　１６　タッチパネル
　１７　入力部
　１８　キーボード
　１９　データ線
　１２０　ベース
　１２２　蓋体
　１２４　収容部
　１２５　底面
　１２７　側面
　１２８　開口

【図１】 【図２】
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